
生産を分配で除した値。高いほど地
域経済が自立していることを示す。 

財産所得、企業所得、交付税、社会保障給付、補助
金等、雇用者所得以外の所得により構成。 

仙台・東北の経済的関係性 

本市経済は、域外からの支出の流入によって循環率100%を越えている状況。 

資料２-2 

※その他支出： 
 政府支出+域際収支（地域内産業の移輸出－移輸入） 

出典：まち・ひと・しごと創生本部「地域経済分析システム」より加工 １ 



仙台市 宮城県 青森県 岩手県 秋田県 山形県 福島県 

付加価値額 
（一人当たり額） 

第1次 
産業 

87万円 215万円 214万円 222万円 247万円 259万円 188万円 

第2次 
産業 

1031万円 928万円 741万円 794万円 575万円 631万円 901万円 

第3次 
産業 

842万円 787万円 709万円 699万円 743万円 694万円 764万円 

所得 
（一人当たり額） 

雇用者所得 492万円 467万円 363万円 403万円 369万円 364万円 451万円 

その他所得 181万円 236万円 177万円 242万円 180万円 168万円 204万円 

支出流出入率 

民間 
消費 

-3.3% -6.9% 6.6% -5.6% 12.5% 1.9% -13.1% 

民間 
投資 

11.1% 1.9% -18.3% -21.4% -15.5% -12.0% 5.2% 

その他 
支出 

35.6% -46.1% -36.6% -50.9% -53.4% -30.6% -29.6% 

仙台市はその他支出がプラスとなっている一方、東北各県ともその他支出がマイナス 
 
⇒仙台は東北からの流入によって支えられていることが推測される 

⇔ 

出典：まち・ひと・しごと創生本部「地域経済分析システム」より加工 ２ 


